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クリスマスですね。いつもなら街中が沸き立つ時ですが、第 3 波は危機的状況、政府も支持率が急落するに

至ってようやくGo Toトラベルの一時停止に踏み切った今、今年の漢字にもなった｢密｣を避け、自分自身や家族、周囲の安全

を守るために、静かな聖夜を過ごす方が多いようです。サンタさんのプレゼントも、家族で楽しめるボードゲームが増えている

とか。また、忙しいサンタさんに代わり、サンタさんからの手紙と絵本を子どもたちに届けてくれる｢ブックサンタ｣という取り

組みも盛んになっています。公助がお粗末なこの国で、コロナ禍で困窮している方々への支援や、危機に瀕する病院経営を救う

ためのクラウドファンディングなど、必死の支え合いもあちこちで起こっていますが、子ども食堂が休止に追い込まれるなど、

従来の活動もコロナによって阻まれがちです。いつになったら、みんなの笑顔が戻るのでしょう。支持率暴落が国民の「誤解」

によるというなら、最前線で苦闘する医療従事者や本当に困っている「国民のため」の施策で解いてみせてほしいものです。 

 ベネッセが小学３～６年生7661人に実施したアンケートによると、今年の「あこがれの人」

第 1 位に輝いたのは『鬼滅の刃』主人公の竈門炭治郎、3 位は胡蝶しのぶで、なんとトップ 10

のうち 7 人を鬼滅の登場人物が占めました。不条理な社会において、圧倒的強者に立ち向かって

いく彼らの、決して諦めない生き様に、子どもたちが素直に反応した結果でしょう。が、そもそも

深夜枠のアニメにハマったのも、３１２億円を超え歴代１位に迫る映画の興行収入を生み出した

のも大人たちであり、まさに世相を反映したものと、ちょっとした話題となっています。この驚き

の現象、皆さんの眼にはどう映ったでしょうか？ 

来年はどうか良い年になりますように。「夜は明ける！ 想いは不滅 !！」 

 

さて今回登場するのは、ぞうを守りたたかう園長、実生活でも子どもを守りたたかう、心やさしきリーダーもりやんです。 

 
 今は昔、川口に妙に元気な青年教員たちがいました。歌って踊ること 

人前で何かすることをこよなく愛する面々。勢い余って素人ミュージカル劇団を 

立ち上げることとなりました。団名は｢劇団ＹＴＡ」。ヤング・ティーチャーズ・ 

アソシエイションの略です。劇団を作ったからにはオリジナルソングも欲しいと、 

団員のＳゴリラ(本名シバヤマ)が詞を書き、市内中学校で音楽を教えているサカイ氏

に作曲を依頼。出来上がった曲は「風に向かって」と題され、振り付けもつけられて

幕切れの定番曲となりました。 

ある時、芝園団地の人たちが劇団ＹＴＡの芝居を見て「変わった先生たちだなあ。

私たちと気が合うかも」と思ったそうで、数カ月後に川口ぞうを立ち上げようと思い 

立った時、劇団事務所(川教組事務所)を訪れ「私たちと“ぞう”を一緒に歌いません

か」と、誘いかけてきました。話を聞いた劇団員は「変わった人たちだなあ。でも、

面白いかも」ということになり、以来、長い長いお付き合いとなったのでした。 

当初役決めをする際は「キャストはローテーションにでもしようか」と話し合って

いたのですが、それが各々はまり役ということになり、あれから３０ウン年。その 

ままの配役で皆さんの前に立たせていただいています。園長役も、今や北王園長の 

実年齢をはるかに超えてしまいました。そんな現実にため息をつきつつ、もう 

しばらく、がんばってみようかなと考えている今日この頃です。 


